







(1) 東京の荷 (2) 伯母のたたずまい (3) 兄への想い
3 明治の東京一都心と山の手,近郊
(1) 市街の状況 (2) 山の手の風景 (3) 東京の西郊
4 庶民の生活
5 明治の時代状況
(1) 学校と上野図書館 (2) 憲法発布の日
(3) 日清 ･日露戦争 (4) 明治天皇の逝去
6 おわ りに

































(2)木村礎 ｢国生村-長塚節 『土』の世界一｣木村礎編著 『村落生活の史的研究』1993
年 八木書店,なお 『木村礎著作集 第八巻 村の世界 ･村の生活』1996年 名著出
版｡
(3)竹盛天雄 ｢解説｣『東京の三十年』1981年 岩波書店 333ページo









年 ･82年の足かけ2年間の東京京橋の書店 有隣堂の丁稚小僧の時代を振 り
返った部分である｡
書店の丁稚小僧の録弥-年少の頃の花袋の奉公 した店は京橋の大通の角に





















































































































































































































































































(7) 『東京百年史 第二巻』1972年 東京都 1436ページC
(8)前掲 (7)と同一書 1441ページ.



























(10) 『東京百年史 第3巻』1972年 東京都 611ページ｡による｡
















































































































































































(13) ｢年譜｣に ｢一八九六 (明治二九)年 二六歳 十一月,宮崎湖処子の解介で初めて





































































































































































































は殊に私には有益であった上 ｢ツルゲネフの 『猟人 日記』の梗概 ,中でも
























































































\Description ofTokyo in the Essay: "Tokyo no 30 nen"
(30 Years ofTokyo) by Katai Tayama
Haruki Kandatsu
The Essay "Tokyo no 30 nen" (30 years of Tokyo), written by Katai
Tayama, is said to his recollections of the Literary World of Meiji-Taisho
Era.
In this essay, Author Katai wrote not only his own process of growth
as novel writer, but also appearances of streets of Tokyo, air of suburbs of
Tokyo, and circumstances of the people.
The purpose of this paper is to grasp of changes of Tokyo during Meiji
Era through analyse of this essay.
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